
全体的に白基調としたアプローチ、紀州産の檜板を連続的に壁一面だけ横張り。エントランスに位置する施設であるため、来場者がはじめに目にする建物として、ワクワクした気持ちが盛り上がる外観となっている。

水まわりの特長
改修の経緯
和歌山県白浜町に位置する「アドベンチャーワールド」は、1978（昭和53）年に開園。約120種、約1600頭の動物が暮らす「こころにスマイル未来創造パーク」を標榜する、動物園、水族館、遊園地が一体になった、南紀を代表する体験型テーマパークである。パンダファミリーに会える「ブリーディングセンター」や「PANADA LOVE」をはじめ、「サファリワールド」「マリンワールド」「プレイゾーン」など、動物たちと出会い、ふれあい、体験することができる。今回改修したお帰り口トイレは、エントランスエリアに位置。バスやタクシーの乗降場、駐車場に近接し、帰路につく前にリフレッシュし、楽しい思い出を締めくくる場として気持ちよく利用できるようにと改修された。

トイレの特長
長年にわたり利用されてきた当施設は、建物や設備の老朽化が目立ち始め、安全で快適な環境を維持するため、2024（令和6）年1月より改修工事を検討。パーク内での過ごし方や楽しみ方が多様化してきていることから、さまざまな利用者に配慮したトイレの在り方が追求された。エントランスエリアに位置するため、繁忙期や時間帯によっては待列ができることもあり、女性トイレでは、大便器ブースを5ヶ所から9ヶ所に増設。また、洗面コーナーを全体が見渡せ、空き状況がわかりやすい、中央に配置。別途スタイリングコーナーを設けた。さらに、お子様連れ配慮として、すべての大便器ブースにベビーチェアを設置。内装は、折り上げ天井に間接照明を用いたシックな印象。落ち着いたトーンで居心地のよさを演出している。

お帰り口トイレは、入退場の際に利用されることが多い施設。繁忙期や時間帯によっては、待ち列が発生することもあったことから、女性トイレの大便器ブースは5ヶ所から9ヶ所に増設した。

建築概要
名称	 アドベンチャーワールド お帰り口トイレ
所在地	 和歌山県西牟婁郡白浜町堅田2399
施主	 株式会社アワーズ
設計	 ユニオン設計株式会社、株式会社ボラ設計
施工	 株式会社 丸末	
竣工年月	 （改修）2024年8月
敷地面積	 665,500㎡
建築面積	 992㎡
延床面積	 87㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BC	
ウォシュレット アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5831AUY
スペア付紙巻器：YH191 R/L／自動洗浄小便器：UFS900系
壁掛ハイバック洗面器：LSF135CCR、LSF125CCR
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W／幼児用小便器：U310GW
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADBK61R1A1A***W
収納式多目的シート：EWC520AR系／ベビーシート：YKA25S、YKA24S
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R

すべての大便器ブースに、ベビーチェアを設置。さらに、乳幼児連れに配慮して、大便器ブースの1ヶ所は、フィッティングボードやベビーチェア、ベビーシートを完備した、広めのブースとなっている。大便器は、連続洗浄や同時洗浄が可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用。また、すべてのブース扉には、お子様が鍵を開けてしまうことがないよう、手の届かない位置にも鍵を取り付けている。大きな鏡で身繕いできるスタイリングコーナーを、別途に設置。洗面コーナーに鏡を設置しないことで機能を分散し、洗面コーナーの混雑緩和につなげている。

全体がひと目で見渡せ、大便器ブースの空き状況が確認できるよう、中央にアイランド型の洗面コーナーを設置。折り上げ天井、要所に間接照明を用い、落ち着いたトーンで居心地のよさを追求している。

トイレに隣接して、ガラス張りの待合スペースを新設。ベンチなどが用意され、バスやタクシーなどの到着を快適に待てるよう配慮されている。車いす使用者やお子さま連れ、オストメイトなど、さまざまな利用者に対応できる設備を完備したバリアフリートイレ。必要な設備がパッケージされた、コンパクト・バリアフリートイレパックを採用している。床の清掃性や節水性に優れた壁掛型の自動洗浄小便器を採用。1ヶ所はキッズグリップ付きの幼児用小便器を設置。また、男性トイレの大便器ブースも、1ヶ所を乳幼児連れに配慮した広めのブースとしている。

壁掛ハイバック洗面器には、自動水栓や自動水石けん、電気温水器がされており、寒い時期でもしっかり手洗いすることができる。また、お子様への配慮として、あふれ面を低め（650mm）にした洗面器も設置している。
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アドベンチャーワールド お帰り口トイレ

女性トイレ 洗面コーナー 壁掛ハイバック洗面器には、自動水栓
や自動水石けん、電気温水器がされ
ており、寒い時期でもしっかり手洗い
することができる。また、お子様への配
慮として、あふれ面を低め（650mm）に
した洗面器も設置している。

男性トイレ 床の清掃性や節水性に優れた壁掛
型の自動洗浄小便器を採用。1ヶ所は
キッズグリップ付きの幼児用小便器を
設置。また、男性トイレの大便器ブース
も、1ヶ所を乳幼児連れに配慮した広
めのブースとしている。

バリアフリートイレ 車いす使用者やお子さま連れ、オスト
メイトなど、さまざまな利用者に対応
できる設備を完備したバリアフリートイ
レ。必要な設備がパッケージされた、コ
ンパクト・バリアフリートイレパックを採用
している。

待合スペース トイレに隣接して、ガラス張りの待合ス
ペースを新設。ベンチなどが用意さ
れ、バスやタクシーなどの到着を快適
に待てるよう配慮されている。

女性トイレ 全体 全体がひと目で見渡せ、大便器ブー
スの空き状況が確認できるよう、中央
にアイランド型の洗面コーナーを設
置。折り上げ天井、要所に間接照明を
用い、落ち着いたトーンで居心地のよ
さを追求している。

女性トイレ 
スタイリングコーナー

大きな鏡で身繕いできるスタイリング
コーナーを、別途に設置。洗面コー
ナーに鏡を設置しないことで機能を分
散し、洗面コーナーの混雑緩和につ
なげている。

女性トイレ 
大便器ブース

大便器は、連続洗浄や同時洗浄が
可能なパブリックコンパクト便器・フラッ
シュタンク式を採用。また、すべての
ブース扉には、お子様が鍵を開けてし
まうことがないよう、手の届かない位置
にも鍵を取り付けている。

女性トイレ 広めのブース すべての大便器ブースに、ベビーチェ
アを設置。さらに、乳幼児連れに配慮
して、大便器ブースの1ヶ所は、フィッ
ティングボードやベビーチェア、ベビー
シートを完備した、広めのブースとなっ
ている。
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名称	 アドベンチャーワールド お帰り口トイレ
所在地	 和歌山県西牟婁郡白浜町堅田2399
施主	 株式会社アワーズ
設計	 ユニオン設計株式会社、株式会社ボラ設計
施工	 株式会社 丸末	
竣工年月	 （改修）2024年8月
敷地面積	 665,500㎡
建築面積	 992㎡
延床面積	 87㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BC	
ウォシュレット アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5831AUY
スペア付紙巻器：YH191 R/L／自動洗浄小便器：UFS900系
壁掛ハイバック洗面器：LSF135CCR、LSF125CCR
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W／幼児用小便器：U310GW
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADBK61R1A1A***W
収納式多目的シート：EWC520AR系／ベビーシート：YKA25S、YKA24S
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R

図面
お帰り口トイレは、入退場の際に利用されることが多い施設。繁忙期や時間帯に
よっては、待ち列が発生することもあったことから、女性トイレの大便器ブースは5ヶ
所から9ヶ所に増設した。

水まわりの特長
改修の経緯
和歌山県白浜町に位置する「アドベンチャーワールド」は、1978（昭和53）年に開
園。約120種、約1600頭の動物が暮らす「こころにスマイル未来創造パーク」を標
榜する、動物園、水族館、遊園地が一体になった、南紀を代表する体験型テーマ
パークである。パンダファミリーに会える「ブリーディングセンター」や「PANADA 
LOVE」をはじめ、「サファリワールド」「マリンワールド」「プレイゾーン」など、動物た
ちと出会い、ふれあい、体験することができる。今回改修したお帰り口トイレは、エン
トランスエリアに位置。バスやタクシーの乗降場、駐車場に近接し、帰路につく前に
リフレッシュし、楽しい思い出を締めくくる場として気持ちよく利用できるようにと改
修された。

トイレの特長
長年にわたり利用されてきた当施設は、建物や設備の老朽化が目立ち始め、安全
で快適な環境を維持するため、2024（令和6）年1月より改修工事を検討。パーク内
での過ごし方や楽しみ方が多様化してきていることから、さまざまな利用者に配慮
したトイレの在り方が追求された。エントランスエリアに位置するため、繁忙期や時
間帯によっては待列ができることもあり、女性トイレでは、大便器ブースを5ヶ所から
9ヶ所に増設。また、洗面コーナーを全体が見渡せ、空き状況がわかりやすい、中
央に配置。別途スタイリングコーナーを設けた。さらに、お子様連れ配慮として、す
べての大便器ブースにベビーチェアを設置。内装は、折り上げ天井に間接照明を
用いたシックな印象。落ち着いたトーンで居心地のよさを演出している。

外観 全体的に白基調としたアプローチ、紀
州産の檜板を連続的に壁一面だけ
横張り。エントランスに位置する施設で
あるため、来場者がはじめに目にする
建物として、ワクワクした気持ちが盛り
上がる外観となっている。
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